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●はじめに
　宮城県名取市閖上地区は、東日本大震災による800
人の死者・行方不明者を出している。ここで私が目指
すのは、「民主導型の『復興』まちづくり」だ。産業復
興・雇用創出の場を提供する事が急務であるとの思い
より、「ゆりあげ港朝市」の復興支援に携わってきた。
ここの朝市は、30年以上、地域住民や地域外の人々に
愛された象徴的な場所であるが、津波被害で全てを
失った。そして、この度、2年2ヶ月の月日を経て再建さ
れ、2013年5月4日（土・祝）にプレオープン（グランド
オープンは秋を予定）を迎える事となった。ここまでも
大変な道程だったが、これから、より大きな試練が待
ち構えている。継続という試練だ。プレオープンの期
間こそ大盛況（入込客数：10,000〜15,000人）であっ
たが、まわりの住宅等も全て流され、普段は、人の気配
すら無い場所である。この朝市は本当に継続した商売
が出来るのか。そこで重要になってくるのが、「民主導
型のまちづくり」である。

●担い手の心持ち
　復興支援の担い手として求められる事は、自我をな
るべく抑えて、「頼まれ事は試され事」と思って、なんで
もやるという姿勢である。しかし、支援する側の金銭
面、制度面、等々の疲弊による撤退も現実には起きて
いる。支援する側が継続できる仕組みの構築もまた急
務である。
　さらに、従来の都市計画・まちづくりの分野以外の
組織との協働が必要である。一分野の人間のみでは、
わからない事はとても多い。そこは素直に認め、わか
る人に協力を仰ぐ事の大切さを日々感じている。目指
すべき方向性を定め、それを達成するために、タスク
フォースを分野横断的に組む事は、重要である。

●復興すべきまちとは
　未だ、私は葛藤も抱えている。被災した多くの自治
体は、そもそも、活力溢れるまちであったかと言うと疑
問符が残る。そこに、よそ者が積極的な介在をする事
で、無理矢理、カンフル剤を投入し、活性化しようとの
感が否めない。地域には独自の時空間があり、そこに
寄り添う事が必要ではないか。逡巡するも、支援する
側の限界や国・自治体・民間の補助金（助成金）の減
少傾向が起きつつある中で、早急に対策を講じなけ
れば、まちが消えてしまうのではないかとの危機感が
ある。葛藤を抱えつつ、前に進むしかない。批判も覚
悟し、まずは自分が思う事をやってみるのも必要であ
る。

●おわりに〜今後の展望〜
　「『まちづくり』は、自分は関係ない、きっと誰かが
やってくれる」と思っている人は多い。しかし、それを
「自分事」として感じ、行動に移す事が重要である。そ
のアクションプランの１つとして「クラウドファンディング
（主催：チャレンジスター）」を試行した。提案したプ
ロジェクトに対して、賛同者を募り、資金を集め、それ
を運用し還元する「民主導型のまちづくり」を目指して
いる。自分のお金で、直接的にまちが復興していくのを
感じる事は意義が大きい。

永野　聡
早稲田大学建築学科助手

復興支援の現場（宮城県名取市
閖上地区 ）より想う事

永野　聡（ながの さとし）
専門は都市計画／まちづくり。日本の地方都市における都市形成
史（公園緑地系統）の研究。現在、同大学建築学科の他分野（建
築計画、建築構造）の若手研究者と連携し、民主導型の復興ま
ちづくり活動の支援も行う。

１．都市デザインワークスの活動
　都市デザインワークスは、仙台に根を張る土着系プ
ランナー集団として、「地域主体のまちづくり」を実践・
支援している。2002年の設立当初から「せんだいセン
トラルパーク・プロジェクト」に取り組む。仙台都心を流
れる広瀬川流域の自然環境と都市機能を官民協働で
総合的に計画・整備・運営することで、市民や観光客
に多彩な楽しみを提供しようという構想で、構想をまと
めたガイドブックの出版、冊子やマップの作成、ガイド
ツアーやフォーラムの開催など、市民参加を得ながら、
その魅力を発信する活動を積み重ねている。
　また、まちづくりコンサルタントとして、地域まちづく
り計画の策定支援やワークショップの企画運営なども
各地で実績がある。
　震災後、復興支援団体が集うネットワーク会議に参
加し、被災地の状況や必要な支援等の情報を交換し
ていた。そこで、復興支援団体の多くは復興施策・事
業や震災復興計画について知らずに活動していること
が分かり、被災市町の震災復興計画の施策・事業を支
援活動のテーマで分類整理し直し、復興支援団体に
提供した。
　現場としては、仙台市南蒲生地区の現地復興まちづ
くりの支援を続けている。平成24年度は、住民同士の
話し合い等を支援し「南蒲生復興まちづくり基本計
画」の策定を導いてきた。今年度からは、計画に位置
づけられた３つのプロジェクトのうち地域主体で進め
る実践活動をサポートする。

２．担い手づくりに向けて
　「地域主体のまちづくり」には、住民だけではなく、
行政との協働、各分野の専門家やＮＰＯ等の支援が
必要となることは言うまでもない。地域、行政、専門家
が、それぞれの役割を十分に果たすためには、次のこ
とが重要と考えている。

●地域：次代を担う若手が活躍できる場を！

　10年先を見据えたまちづくりでは、将来を担う若手
の参加が必要となる。南蒲生では、復興計画原案の検

討を若手も参加する復興部が担い、町内会が計画を
承認する仕組みとした。復興部若手メンバーが他の若
手と有志グループを立ち上げ、定期的に会合を持ち、
様々な提案を計画に反映するとともに、自分たちがで
きる事を実践に移している。町内会役員世代も、それ
を応援し、プロジェクトの１つを任せている。若手に活
躍の場を与え、スムーズな世代交代を図ることで、持続
的なまちづくりが可能となる。

●行政：地域への参加を進め住民の信頼を！

　南蒲生復興部の会議やワークショップには毎回市
担当者が出席し、住民の意見や不安、苦情を直接受け
止めていた。住宅再建に関する要望へは対応できない
場合がほとんどであったが、まちづくりの面では行政
との連携・協働の可能性を模索し、地域の提案に応え
るケースもある。事業が具体になると縦割りの壁が見
え隠れするが、“打てば響く”行政の姿勢が住民の信
頼を得て、地域主体のまちづくりを進める上で必要な
条件となる。

●専門家：土着系プランナーの育成・継承を！

　住民にとって、まちづくりの相談を気軽にできる土着
系プランナーの存在は大きい。かつて仙台でも多くの
先輩方が活躍し、筆者は学生時代に鍛えていただい
た。確かな技術と豊富な経験を持ち、地域事情に明る
く、地元行政に信頼を寄せられていた。地域に軸足を
置きつつ、行政の立場も理解し、客観的な立場から的
確なアドバイスしていた。
　復興まちづくりの現場は、プランナーの育成の場にも
なる。１人でも多くのプランナーが独り立ちし、東北の
地に腰を据え、地域の伴走者として活躍してほしい。

榊原　進
NPO 法人都市デザインワークス代表理事

「地域主体のまちづくり」の
担い手づくりに向けて

榊原　進（さかきばら すすむ）
2002 年 8 月のＮＰＯ法人都市デザインワークス設立と同時に代
表理事に就任。仙台を拠点に、住民主体のまちづくりの現場で活
動。震災後も、多様な主体と連携 ･ 協働し、復興まちづくりを支
援している。
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